
 

資料２ 

（案） 
 

平成２４年２月  日  
 

 愛知県環境影響評価審査会 
  会長 岡村 穣 様 
 
                    愛知県環境影響評価審査会 
                     東部知多クリーンセンター部会 
                      部会長 酒巻 史郎 
 
 

知多都市計画ごみ焼却場（一般廃棄物処理施設）東部知多クリーン 
センター整備事業に係る環境影響評価方法書について（報告） 

 
 平成２３年１２月６日に審査を依頼されたこのことについては、別添のとお

りです。 
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知多都市計画ごみ焼却場（一般廃棄物処理施設）東部知多クリーンセンター整備事業

に係る環境影響評価方法書に関する部会報告 

 

はじめに 

 知多都市計画ごみ焼却場（一般廃棄物処理施設）東部知多クリーンセンター整備事

業に係る環境影響評価方法書について、環境の保全の見地から慎重に検討を行った。 

都市計画決定権者は、以下の事項について十分に検討した上で、適切に環境影響評

価を実施し、その結果を踏まえ環境影響評価準備書（以下「準備書」という。）を作

成する必要がある。 

 

１ 全般的事項 

（１）事業計画、工事計画の具体化に当たっては、環境の保全に関する最新の知見を

考慮し、最善の利用可能技術を導入するなど、より一層の環境影響の低減につい

て検討すること。 

（２）新たなごみ処理施設の処理能力、焼却方式については、稼働実績、処理性能、

維持管理性、安全性、環境保全性、生活環境への影響等を考慮して今後決定する

としているが、その検討の経緯及び内容をわかりやすく示すこと。 

（３）既存のごみ処理施設について、準備書作成までにその撤去又は廃棄に係る具体

的な計画が策定され、本事業の一部として、解体又は撤去が行われることとなっ

た場合には、その影響を適切に把握するよう調査、予測及び評価を行うこと。 

（４）調査地点及び予測地点については、その設定理由をわかりやすく示すこと。 

（５）環境影響評価の実施中に環境への影響に関し新たな事実が生じた場合等におい

ては、必要に応じて、選定された項目及び手法を見直し、適切に調査、予測及び

評価を行うこと。 

 

２ 大気質、騒音、振動 

（１）工事計画の検討に当たっては、周辺環境に配慮するため、低公害型の建設機械

及び車両を積極的に採用すること。 

また、供用時には、低公害型の車両を積極的に使用するとともに、アイドリン

グストップを励行すること。 

（２）大気質の調査については、周辺に立地する大気汚染常時監視測定局における測

定結果を収集、整理及び解析するとともに、事業実施区域内及び事業実施区域の
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周辺における計５地点で四季各１週間の連続測定を行うとしているが、事業実施

区域に隣接して工場や幹線道路が存在するなど、周辺に立地する大気汚染常時監

視測定局周辺とは状況が異なることから、事業実施区域内で実施する硫黄酸化物、

窒素酸化物及び浮遊粒子状物質の測定を１年間連続して行うこと。 

（３）微小粒子状物質については、現地調査により地域の状況を把握するとしている

が、準備書作成までに予測手法が確立された場合には、環境影響評価項目に追加

して、予測及び評価を行うこと。 

 

３ 水質 

工事中及び供用時の排出水を大府江川に放流するとしているが、濁水対策及び

汚水対策を徹底することはもとより、排出水の水質を適切に把握する計画とした

上で、工事中及び供用時の排出水の影響について、適切に調査、予測及び評価を

行うこと。 

 

４ 動物、植物、生態系 

（１）河川における調査地点（魚類、底生動物、貝類）については、事業実施区域周

辺の状況をより詳細に把握するため、五ヶ村川を追加すること。 

（２）底生動物の調査について、任意採集法により行うとしているが、河川の状況を

踏まえ、必要に応じてコドラート法による調査も実施すること。 

（３）現地調査において、重要な種が確認された場合には、必要に応じて専門家の指

導、助言を得ながら、適切に調査を実施すること。 

 

５ 景観 

   事業実施区域の周囲において新たなごみ処理施設を視認できる範囲を示した上

で、調査地点及び予測地点を適切に設定すること。また、新たなごみ処理施設に

ついては、景観への影響を十分意識した色彩、デザインとすること。 

 

６ 温室効果ガス等 

（１）温室効果ガス等については、供用時におけるばい煙の排出、機械等の稼働に係

る排出量のみを予測及び評価するとしているが、工事の実施における資材等の搬

入及び搬出、建設機械の稼働等、並びに供用時における廃棄物などの搬入及び搬

出に係る排出量についても、適切に予測及び評価を行うこと。 
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（２）廃棄物発電については、より高い発電効率となるよう検討すること。 

 

７ その他 

（１）準備書は専門的な内容が多く、かつ、膨大な図書となる可能性があることから、

その作成に当たっては、わかりやすい簡潔なものとなるよう配慮すること。 

（２）準備書に使用する用紙等は環境に十分配慮したものとすること。 

（３）準備書については、電子縦覧を行うなど、広く周知に努めること。 
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検 討 の 経 緯 
 

 

年 月 日 会 議 備  考 

平成２３年１２月６日 審 査 会 知事からの諮問 

方法書の内容の検討 

部会の設置及び付託 

平成２４年１月１７日 部 会 方法書の内容の検討 

住民意見の概要の検討 

関係市町長意見の検討 

平成２４年２月７日 部 会 方法書の内容の検討 

部会報告の検討 
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愛知県環境影響評価審査会東部知多クリーンセンター部会委員 
 
 

 

   井上 隆信    豊橋技術科学大学大学院工学研究科教授 

○ 岡本 真理子   東海学院大学健康福祉学部教授 

  ◎ 酒巻 史郎    名城大学理工学部教授 

    武田 美恵    愛知工業大学工学部講師 

    田中 稲子    横浜国立大学大学院都市ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ研究院准教授 

   谷脇 弘茂    藤田保健衛生大学医学部講師 

○  成瀬 一郎    名古屋大学大学院工学研究科教授 

    藤井 伸二    人間環境大学人間環境学部准教授 

    光田 恵     大同大学情報学部教授 

○  山澤 弘実    名古屋大学大学院工学研究科教授 

   山田 佳廣    三重大学大学院生物資源学研究科教授 

    

◎ 部会長 ○ 部会長代理         （敬称略、五十音順） 
 


